
広島県立福山少年自然の家　活動プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　 

１　概要 

　福山少年自然の家での活動を振り返り、個人や仲間との「学び」を文字として作品に書くクラフト活動や、木

や木の実などの自然物を活用したクラフト活動です。 

２　ねらい 

　（１）自分で考え、目標を持って作品づくりに取り組むことができる。 

　（２）初めてのことに対しても、進んで挑戦することができる。 

　（３）お互いのよさを認め合うことができる。 

　（４）創造性を育み、創意工夫する力を養うことができる。 

 

３　準備物　　★クラフト全体を示していますので、詳細は各活動を紹介したシートで確認してください。 

　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
クラフト　（動物マグネット・動物キーホルダー・壁掛け・焼き板・バードコール・リース）

  
人数 最大 160 人程度 指導形態 導入指導あり

 
対象 幼児以上

活動場所 大研修室、体育館裏炊さん場など

 天候 雨天可能

 班編制 １グループ６～８人が適当
実施時期

通年 
※実施時期が限られているプログラムも一部ありま

す。
 目安時間 １～３時間 

※内容・進め方によって変わります。

 

 

□活動しやすい服装 

□新聞紙 

□水筒（必要に応じて） 

□タオル（必要に応じて） 

□筆記用具（必要に応じて） 

□油性マジック（必要に応じて） 

□水性マジック（必要に応じて） 

□絵の具道具一式（必要に応じて） 

□水性顔料マーカー（必要に応じて） 

□色鉛筆（必要に応じて） 

□軍手（必要に応じて） 

□雑巾（必要に応じて） 

□古い布（必要に応じて） 

□ゴミ袋（自然の家で購入可）

団体が準備するもの　　　　　
 

 

□接着剤 
□たわし 
□園芸用はさみ 
□ペンチ 
□針金 
□きり

施設が貸し出すもの　　　　　

 

 

□動物マグネットセット 
□動物キーホルダーセット 
□壁掛けセット 
□焼き板セット（板はあらかじめ焼いてあります） 
□バードコールセット 
□リースセット 
□ゴミ袋（必要に応じて）

教材注文で購入するもの　　　　　



４　役割分担（団体引率者） 

　○団体担当者･･･全体の総括、担当指導員との連携、教材等使用物品の確認、安全確認、児童生徒の体調管理 

　 

５　主な活動内容　　②の説明は担当指導員が行います。 

　①各自の持ち物など必要なものを準備し、指定された場所に集合する。 

②安全上の注意、活動手順（作り方等）、片付け・点検の説明を聞く。 

③教材と準備物の確認をする。 

④作品に入れる文字や絵などを決める。 

　⑤クラフト活動 

⑥片付け方と作品の持ち帰り方についての説明を聞く。 

⑦片付けをする。 

　⑧お互いの作品を見合い、作品づくりで工夫したことや作品に込めた思いなどを交流する（グループまたは全 

体）。 

　⑨（⑧をグループで行った場合）全員の作品を展示し、鑑賞する。 

　⑩用具を返却する。 

　⑪片付けの点検を受ける（担当指導員による点検）。 

 

６　福山少年自然の家で体験できるクラフト活動 

 

 

※実施時期以外の実施希望は、御相談ください。 

※ゆとりある活動計画を立ててください。 

※工具を使用する際など、安全に留意して活動してください。 

※施設が貸し出す用具は丁寧に扱い、使用前後の確認や点検を十分に行ってください。

 № メニュー 概要 実施時期 主な活動場所 所要時間の目安

 
1

動物マグネット 

（キーホルダー）

輪切り材と植物の種などを使って動物の顔の

マグネット（またはキーホルダー）を作りま

す。

通年 研修室 １～２h

 
２ 壁掛け

輪切り材をヤスリがけし、個人や仲間との

「学び」を文字や絵でかき入れます。
通年

体育館裏炊さん場 

研修室
２～３h

 
３ 焼き板

炭化させた板のすすをたわしで落として磨き

上げ、個人や仲間との「学び」を文字や絵で

かき入れます。
４～11 月

体育館裏炊さん場 

研修室
２～３h

 
４ バードコール

好きな絵や文字をかいた木材にボルトを取り

付けて作ります。ボルトを回すと鳥の鳴き声

のような音が出ます。
10～３月 研修室 １～２h

 ５ リース
蔓（つる）に木の実を飾ってリースを作りま

す。
10～12 月 研修室 ２～３h


